
１年 道徳科学習指導案 

令和７年１月２５日（土）3校時 

１年１組  ２９名 授業者 柳原 葉子 

１年２組  ２８名 授業者 平林 愛美 

 

１ 主題名 おおきくそだって 内容項目：D（１７）生命の尊さ 

２ 教材名 「ちいさなふとん」 光村図書 

３ ねらい 小さな布団で眠る生まれたばかりの弟の様子から自分の成長に気付く「わたし」の姿などを通して、

成長を感じるときについて考えさせ、生きることの素晴らしさを感じ、生命を大切にしとうとする心情を

育てる。 

４ 展開 

 学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 

導入 １ 小さかったときのことを振り返る。 

〇小さかったときのことで、覚えていることはなんですか。 

・走ったら転んでしまったことを覚えているよ。 

・兄弟と遊んだことを覚えているよ。 

展開 ２ 「ちいさなふとん」を読んで話し合う。 

〇「わたし」は、どうして宝物を持っているような気持ちになったのでしょう。 

・小さくてかわいいから。 

・一生懸命、生きていると思ったから。 

・大事に守っていきたいと思ったから。 

〇「もうこのおふとんではねられなくなったわね。」とお母さんに言われた時「わたし」はどんなことを

思ったのでしょう。 

・私もこんな小さかったんだ。 

・私もこんな小さい赤ちゃんだったのに、今はこんなに大きくなったんだ。不思議だな。 

・お母さんがにこにこしている。私が大きくなったのかうれしいのかな 

〇あなたが、「自分は大ききなったなと感じるのは、どんなときですか。 

・服が小さくなって着れなくなったとき。 

・子供の歯が抜けて、大人の歯が生えてきたとき。 

・学校の準備が自分一人でできるようになったとき。 

終末 ３ 本時の学びを振り返る。 

◯今日の学習を振り返って、今思っていることや考えたことを書きましょう。 

・これからは弟や妹のもっと優しくしてあげたい。 

・お家の人にありがとうの気持ちを伝えたい。 

・これからも、家族を大切のしていきたい。 

５ 評価 

・成長することの素晴らしさを感じ、生命を大切にしようと考えている。 


